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研究成果の概要 

本年度は、匿名化された GPS位置データのみを用いて、エリアモデリング・行動モデリング・人モ

デリングの三段階モジュールから構成される包括的なフレームワークを開発した。本フレームワーク

は、各ユーザの移動軌跡から生活パターンに関する多様な特徴量を抽出し、それらを高次元ベク

トルとして表現する仕組みを備えている。また、個々人の表現をクラスタリングし、各クラスタの行動

特徴をグラフ化することで、会社員や主婦、店舗スタッフといった属性推定が可能であることが明ら

かになった。本技術は、パーソナライズされた広告配信においてユーザの興味関心を的確にとらえ

るほか、属性別移動行動の把握が重要となる交通需要最適化や観光動態分析など広範な領域で

の応用が期待される。また、エリアモデリングにおいては、クラスタリングベースの新しい指標を定義

し、ベクトル表現の最適な次元数を探索する方法を開発した。この指標は、地理座標・タイムスタン

プ・ユーザ ID のみから構成される正解ラベルの存在しない生データに適用可能であり、従来から

課題となっていた次元数の探索方針の１つになると期待できる。 

今後の方針としては、得られたエリアモデルおよびクラスタ結果を、専門知識を必要とせずに理

解・活用できるよう自然言語で説明する生成モデルを開発する予定である。現状、クラスタリングと

グラフ化により、エリアの意味を解釈できるようにしているが、そこには専門的知識と経験が必要で

ある。そのため、都市計画者やマーケティング担当者、地域活性化施策の立案者などが直感的に

解析結果を把握し、実社会での意思決定に活かせるプラットフォームの構築を目指す。 
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